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一人ひとりがヒーロー・ヒロインになれる会社～地域ナンバーワンを目指して～

ＥＮＫＯＮ

～旧トラックの日環境広報事業の一環として～
１０月９日「旧トラックの日」環境広報事業の一環として、当社では１０月２７日（月）に道路清

掃活動を実施しました。
本活動は、地域社会への貢献および環境美化意識の向上を目的として毎年行われているものです。

当日は事業所周辺道路にて、安全意識の啓発を目的とした立哨活動（旗振り）を行い、
通行車両への交通安全を呼びかけることで、地域の皆さまとの交流を深める良い機会となりました。

１１月４日（火）の活力朝礼
にて、辻社⾧の誕生日をお祝い
するサプライズを行いました。
日頃のご指導とご尽力への感

謝の気持ちを込めて、花束を贈
呈いたしました。
この一年が辻社⾧にとって実

り多く、健康で素晴らしい年と
なりますよう、社員一同心より
お祈り申し上げます。
お誕生日おめでとうございま
す！

～ヤマネット物流実践研修を終えて～

辻社⾧ 誕生日おめでとうございます！ 年末大掃除実施のお知らせ
今年も残すところわずかとなりました。

１年間お世話になった職場を気持ちよく
新年に迎えられるよう、下記の日程で
年末大掃除を実施します。前回お知らせいた
しました通り、今回より全員参加で行います。
皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。
■実施日
令和７年１２月２７日（土）9:30～12:00
■対象
全社員（全員参加）

静岡県トラック協会道路清掃活動に参加

外部研修参加報告：ヤマネット研修を通じて
～成果につながる行動とコミュニケーション力の習得～
４月より「ヤマネット研修」に参加し、全７講を修了しました。今回の研修では、業

務成果を高めるための「活発な行動の習慣化」や「伝える力・聞く力」といった、コ
ミュニケーションの基本に立ち返る内容を中心に学ばせて頂きました。
グループワークを通じて、他社の参加者との意見交換や課題解決にも取り組み、改め

てチームとしての協力や主体的な発言の大切さに気付かされました。日々の行動に目的
意識を持ち、相手に伝わる話し方や傾聴の姿勢を意識することで、社内外の信頼関係を
より強固にできると実感しました。
この学びを活かし、社内のコミュニケーションの質を高めるとともに、社員一人ひと

りが自発的に行動できる職場づくりを目指します。小さな意識の積み重ねが大きな成果
につながるよう、引き続き努力していきます。 統括部⾧ 池谷俊彦

清掃活動に限らず、今後も安全啓発・環
境保全・地域連携を柱とした社会貢献活動
を継続し、地域に根ざした企業としての責
任を果たしてまいります。引き続き、地域
の皆さまと協働しながら、「安心・安全」
「きれいなまちづくり」を実現すべく努め
てまいります。

～旗振りの様子～



～ K・Ｎさん ～

１０月２７日より入社いたし
ましたＫ．Ｎです。
前職では多種車両の運行業務

を経験しており、その経験を活
かして即戦力として貢献できる
よう努めてまいります。日々の
運動で培った体力と安全意識を

身近な目の病気について

新入社員紹介

事故惹起者研修実施

年末調整提出のお願い

いつもご協力ありがとうございます。
総務部より、令和７年分年末調整の実施につい
てお知らせいたします。
年末調整は、１年間に支払われた給与に対し

て源泉徴収された所得税の精算を行う重要な手
続きです。
対象となる社員の皆さまは、下記の内容をご

確認のうえ、期限内の提出をお願いいたします。

■対象者
令和７年１２月３１日時点で在籍している社員

■提出期限
令和７年１１月２８日（金）

ドライアイ・アレルギー予防を！
空気の乾燥・花粉・ホコリで、目の負担が大きくなる時期です。
乾きやかゆみを感じたら、こすらず保湿点眼でケアを。
快適な視界を保つため、目をいたわりましょう。

◆ドライアイとは？
涙が不足したり質が低下して、目が乾いてしま
う状態。
・目の乾燥、ゴロゴロ感、かすみ
・⾧時間のPC作業、コンタクト、空調が原因に
予防
・まばたきを意識して休憩を取る
・加湿をする
・目薬（人工涙液）を上手に利用
・エアコンの風を直接当てない

◆アレルギー性結膜炎とは？
花粉やホコリなどのアレルギー物質で炎症が起きる
状態。
・強いかゆみ、涙・充血
・春や秋に症状が増加
予防
・花粉・ホコリを避ける（マスク・眼鏡）
・洗眼、手洗いでアレルゲン除去
・こすらず、症状が強いときは
抗アレルギー点眼を

常に高く持ち、明るく元気に確実な運行を心
掛けてまいります。一日も早く業務に慣れ、
皆さまのお役に立てるよう努力してまいりま
すので、今後ともよろしくお願いいたします。

運行便：旭鋼管便

１０月１７日（金）に事故惹起者講習を実施しました。４７期・４８期では、被害事故を含め多く
の事故が発生しました。これまでも事故防止に向けた研修を継続して実施して参りましたが、残念な
がら大きな減少にはつながっておりません。
研修では、適性診断を通じて自身の運転や作業のクセを把握し、「自分に足りないことは何か」を

考える機会を設けました。こうした気づきを日々の業務に活かすことで、事故は確実に減らしていく
ことができます。
今後も事故惹起者研修を継続し、社員一人ひとりが安全意識を高めていくことで、事故ゼロの実現

を目指します。事故はお客様からの信頼を損なう大きな要因です。全員で意識を共有し、安全で信頼
される職場づくりを進めていきましょう。

統括部⾧ 池谷俊彦


